
実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

災害ボランティア平常時活動支援事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H9 15 1 ○ 1,608 0 1,608 0 ○ ○ 0

災害ボランティア緊急時活動支援事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H9 15 1 ○ 53,138 0 53,183 0 ○ 0

県民社会貢献活動推進事業 行財政構造改革 ○ H11 13 1 ○ 209 0 0 209 ○ △ 94

ふくい県民活動センター運営事業 行財政構造改革 ○ H13 11 1 ○ 2,515 0 0 2,515 ○ ○ ○ ○ 0

新しい公共支援事業 行財政構造改革 ○ ○ H23 1 3 ○ 53,862 53,862 0 0 ○ 0

若者チャレンジ応援プロジェクト Ⅱ　元気な社会 ○ ○ H23 1 1 ○ 4,000 0 3,000 1,000 ○ 0

福井県男女共同参画計画推進事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H14 10 1 ○ 1,750 1,689 0 71 ○ ○ 0

男女共同参画社会づくり推進事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H13 11 1 ○ 6,000 0 0 6,000 ○ ○ ○ 0

「配偶者暴力防止および被害者保護計画」推進事業 Ⅱ　元気な社会 ○ ○ H13 11 3 ○ 6,043 999 3,795 1,249 ○ ○ ○ 0

男女共同参画情報発信事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H14 10 2 ○ 3,176 2,205 0 971 ○ ○ ○ ○ 0

女性リーダーの出やすい社会づくり推進事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H23 1 4 ○ 8,077 251 1,561 6,265 ○ ○ ○ ○ 0

生活学習館運営費 Ⅱ　元気な社会 ○ H7 17 1 ○ 63,639 0 19,517 44,122 ○ ○ 0

ふくい女性のつどい開催事業 Ⅱ　元気な社会 ○ S63 23 1 ○ 2,000 0 0 2,000 ○ ○ ○ 0

男女共同参画学習事業 Ⅱ　元気な社会 ○ ○ H7 17 1 ○ 4,831 0 0 4,831 ○ ○ ○ △ 250

チャイルドルーム運営委託事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H7 17 1 ○ 4,017 0 0 4,017 ○ ○ 0

女性総合カウンセリング事業 Ⅱ　元気な社会 ○ H7 17 1 ○ 9,709 0 996 8,713 ○ ○ ○ 0

20 14 6 0 24 16 0 224,574 59,006 83,660 81,963 5 0 0 3 3 2 1 0 1 1 4 1 0 0 0 2 2 12 0 2 0 0 0 0 0 △ 344

福井新〄元気宣言
における位置付け

事務区分

平成２３年度事務事業評価結果(課・室)総括表

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 成果指標2結果分類 事 業 評 価 専 門 部 会 意 見同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

成果指標1結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

平成
２３年度
予算額

 財源内訳

一般会計

（単位：千円）男女参画・県民活動課

会計区分

課・室名



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 □ ■ H9 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 15 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

10,315 1,031 929 1,478

10,196 587 929 1,478

443 454 725 821

1 0 1 1

91 93 124 1,561

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

完　　了

□

東日本大震災における災害ボランティア登録者数（H23）

□ 縮　　減

20年度　災害ボランティア支援に関する平常時活動の事業を統合するとともに、
　　　　　緊急時に関する事業を「災害ボランティア緊急時活動支援事業」として
　　　　　別事業立てにした。
22年度　災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを統括的にｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄできる人材の育成のため災害ﾎﾞﾗ
　　　　　ﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ研修を創設した。

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

ボランティア登録制度登録者数（個人）

1,608

1

計 画 の 達 成 状 況

災害模擬訓練の実施

指標事業効果

成果の推移

活動

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事　業
開　始
年　度

部

指標

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

災害発生時において、災害ボランティアセンター運営に不可欠なコーディネーターが、年々着実に
養成されている。

東日本大震災においても、災害ボランティアセンターを運営するコーディネーターの確保が必要で
あった。今後も、研修・訓練を通じて専門的な知識を備えたコーディネーターの養成に努めてい
く。

国　　　　　庫

その他特定財源

継　　続

整理統合

財源内訳

一　般　財　源

1,608

0

0

□

評価に基

づく今後

の 対 応
そ の 他

〕　　　＝　　　〔

終期の見直し

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

□

千　円

■

314.3%

見　直　し　額

廃　　止□

□拡　　充

□休　　止□

-

Ⅰ

25.1%

2,544

1,608

平均伸び率

（単位：千円）

8.0%

△ 8.0%

区　　　　　　分

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

そ の 他

２３年度

1,608
目標値、指標の積算根拠等

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［事業内容］

・災害模擬訓練の実施
・福井県災害ボランティアセンター連絡会の開催
・災害ボランティアコーディネーター養成研修事業
・災害ボランティア講師派遣事業
・福井県災害ボランティア活動基金による支援検討会の開催

[予算額および指標の推移等]

災害ボランティア平常時活動支援事業

県　単

７　日本一の安全・安心

災害時においてボランティアが円滑に活動できるよう、平常時における災害ボランティア活動の普及啓発、人材育成および調査研究ならびに災害発生時においてボランティア活動の支援を行う。

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

事      業      名

Ⅱ　元気な社会

その他

実行予算

補 助 金

国　庫含まれる事業数

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

-1 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 □ ■ H9 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 15 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

10,000 10,000 10,000

10,000 10,000 10,000

0 0 3,568

0 0 23

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

指標

[事業目的]

評価に基

づく今後

の 対 応

２３年度

#DIV/0!

0.0%

・災害ボランティア活動支援金の設置
・県内災害における災害ボランティア活動への支援
・東日本大震災における災害ボランティア活動への支援

[予算額および指標の推移等]

平均伸び率

実行予算

補 助 金

そ の 他

県　単

［事業内容］

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

Ⅱ　元気な社会

７　日本一の安全・安心

国　庫含まれる事業数災害ボランティア緊急時活動支援事業

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

事      業      名

その他

県内外で発生した災害に伴い、県民が行う災害ボランティア等に対し、当座に必要な活動経費を支援する。

97,000

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

〕　　　＝　　　〔

（単位：千円）

特　記　事　項

53,138

902

目標値、指標の積算根拠等
290.0%

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

□

国　　　　　庫

その他特定財源

東日本大震災　838人　新潟・福島豪雨災害44人　台風12号災害20人

結果分類

-

0

これまでの災害ボランティア活動
　・平成9年度：ロシアタンカー油流出災害
　・平成16年度：福井豪雨災害、兵庫県台風23号災害、新潟県中越地震災害
　・平成18年度：能登半島地震災害　・平成19年度：新潟県中越沖地震災害
　･平成22年、23年度：東日本大震災
　・平成23年度：新潟・福島豪雨災害、台風12号災害

53,138

0

 〕　／　整備目標

整理統合

□

千　円

完　　了

そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

計 画 の 達 成 状 況

男女参画・県民活動

事　業
開　始
年　度

部

廃　　止

終期の見直し

□

□

□

20年度　災害ボランティアの緊急時支援に関する平常時活動の事業を統合する
　　　　　とともに、緊急時に関する事業を「災害ボランティア緊急時活動支援事
　　　　　業」として別事業立てにした。

□

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

東日本大震災、新潟・福島豪雨災害、台風１２号災害の被災地支援のためボランティアを派遣し、
それに伴う活動用品、輸送バス、保険金の費用を支出した。また、東日本大震災復興ボランティア
活動支援として、専門知識や技能経験を活かして自発的にボランティア活動を行う団体・グループ
に対し補助を実施し、被災地支援を継続して実施した。

活動

事業効果

総務

拡　　充

継　　続

指標

被災地での災害ボランティア活動

今後も、被災地のボランティアニーズの把握につとめ、県内外における災害ボランティア活動を円
滑に行うことができるよう引き続き支援していく。

□

見　直　し　額

区　　　　　　分

■

財源内訳

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

成果の推移

一　般　財　源

53,183

-2 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 □ ■ H11 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

933 933 742 742

933 464 183 285

692 462 154 266

－ - － 3

3,627 3,962 3,321 3,996

50 40 30 41

180 189 203 205

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

209

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫

財源内訳 0

209

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

定款等のHP公表団体数

事業効果

の推移

NPO相談件数

NPOとの協働事業数成果

指標

活動 情報誌発行

△ 9.1%

△ 20.4%
目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

県　単

その他

含まれる事業数県民社会貢献活動推進事業

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

総務 男女参画・県民活動

事      業      名 実行予算

補 助 金

そ の 他行財政構造改革

国　庫

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
□

千　円

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

終期の見直し

 〕　／　整備目標

□

情報誌やＨＰなどでの情報提供や相談業務の充実により、社会貢献活動の促進につながっている。

事業実績に応じて、相談業務の回数については見直しを実施。
NPOに対する相談業務やホームページ等を活用した情報提供を継続して行うとともに、「新しい公
共支援事業」との連携によりNPO等の活動基盤の整備を行い、活動の支援を行う。

そ の 他廃　　止

□

□

□

■拡　　充

見　直　し　額 △ 94

特　記　事　項

□

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

11年度　非営利活動団体支援促進事業
12年度　社会貢献活動推進事業
12年度　社会貢献活動支援基本計画策定事業
16年度　交流促進事業のＮＰＯフォーラム開催事業を別事業立てにした。
19年度　団体向け情報紙の印刷を廃止
20年度　県民向け情報紙の印刷を廃止一　般　財　源

□

整理統合

〕　　　＝　　　〔

完　　了

行財政構造改革

［事業内容］

指標

[事業目的]

県民社会貢献活動支援条例および基本計画に基づき、ボランティアをはじめとする県民の自主的な社会貢献活動の健全な発展を図る。

・人材育成事業
・相談事業
・情報提供事業

[予算額および指標の推移等]

２３年度

605

209

△ 9.7%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

（単位：千円）

結果分類

部

- 3 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 □ ■ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 11 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

3,553 3,417 2,386 2,094

3,553 3,417 2,065 2,094

3,395 3,031 1,569 1,634

16,843 18,155 16,084 17,956

3,627 3,962 3,321 3,996

20 16 13 14

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

2,515

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫

財源内訳 0

2,515

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

事業効果

の推移

相談件数

NPO法人認証数成果

指標

20,627

3.9%

活動 センター利用者数

※見込み

△ 18.3%

4,091

△ 5.5%

5.7% ※見込み

12 △ 11.3%

目標値、指標の積算根拠等

※見込み

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

県　単

その他

含まれる事業数ふくい県民活動センター運営事業

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

総務 男女参画・県民活動

事      業      名 実行予算

補 助 金

そ の 他行財政構造改革

国　庫

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
□

千　円

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

終期の見直し

 〕　／　整備目標

□

社会貢献活動の拠点として、活動のための場や情報を提供している。また、交流の場としても多く
の県民に利用されている。

県民の社会貢献活動を支援するため、継続して事業を実施する。
そ の 他廃　　止

□

□

■

□拡　　充

見　直　し　額

特　記　事　項

□

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

19年度　4月6日、ふくい県民活動センターをアオッサに移転

一　般　財　源

□

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

整理統合

〕　　　＝　　　〔

完　　了

行財政構造改革

［事業内容］

指標

[事業目的]

ボランティアをはじめとする県民の自主的な社会貢献活動の健全な発展を図るため、県民の活動の拠点として、ふくい県民活動センターを運営する。

・ふくい県民活動センターの運営
　　場所　アオッサ７階
　　主な機能　活動拠点提供、人材育成、情報提供、交流促進等
・県民社会貢献活動推進協議会の開催、法の施行事務等

[予算額および指標の推移等]

２３年度

2,515

2,515

△ 6.5%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

（単位：千円）

結果分類

部
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
3 ■ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ H24 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

（単位：千円）

結果分類

部総務

［事業内容］

指標

[事業目的]

公共的なサービスの提供をＮＰＯ等と協力して実施する事業等を通じて、「新しい公共」の担い手となるＮＰＯ等の自立的活動を支援する。

１　新しい公共の場づくりモデル事業
　　県・市町とＮＰＯ等が協働して地域の課題解決に取り組むため、モデルとなる企画提案を公募して実施
２　ＮＰＯ等活動基盤強化事業（新しい公共の担い手となるＮＰＯ等の活動基盤を強化）
　　(1)スキルアップ講座開催事業　　(2)専門家による個別相談会（巡回相談）　　(3)専門家派遣による個別指導　　(4)ＮＰＯ等の活動等の広報事業
　　(5)プロボノ、災害ボランティア登録促進事業　　(6)イベント・フォーラム開催事業　　(7)中間支援組織機能強化事業　　(8)寄附募集支援
３　つなぎ融資への利子補給事業
　　行政からＮＰＯ等への委託業務に係るつなぎ融資への利子補給（２％上限）

[予算額および指標の推移等]

２３年度

65,000

53,862

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数新しい公共支援事業

行財政構造改革
事 業
区 分

整理統合

〕　　　＝　　　〔

完　　了

 〕　／　整備目標

一　般　財　源

見　直　し　額

□ 終期の見直し拡　　充

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止□■

□

特　記　事　項

□

スキルアップ講座、専門的人材養成研修を受講することで新しい公共の担い手となるＮＰＯ等の活
動基盤の強化を図っている。
県とＮＰＯ等の協働事業を実施することで、協働事業を推進・強化するのに必要な事業実施方法・
ノウハウを県、ＮＰＯ等にそれぞれ蓄積している。

引き続き、ＮＰＯ等の民間団体が県や市町と共動して新たな公共サービスの提供を行うモデル事業
や、新しい公共の担い手となるＮＰＯ等の活動基盤を強化する事業を実施し、新たな公共サービス
の提供を行っていく仕組みづくりを推進する。

そ の 他廃　　止

□

□

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
□

千　円

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属 男女参画・県民活動

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

実行予算

補 助 金

そ の 他県民・市町との「共動」システム

目標値、指標の積算根拠等

130

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

15

8

活動 スキルアップ講座の受講者数

事業効果

の推移

専門的人材養成研修の受講者数

県とNPO等との協働事業数成果

指標

0

0

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

標準開示フォーマットを用いて団体情報を開示
した団体数


[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

53,862

53,862

区　　　　　　分

国　　　　　庫

財源内訳
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 若者チャレンジ 室
1 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　引き続き「ふくい若者チャレンジクラブ」の活動を支援するとともに、県内だけでなく、海外や
県外にチャレンジする若者を応援する事業を実施する。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

□

区　　　　　　分

国　　　　　庫

4,000

財源内訳

一　般　財　源

3,000

1,000

その他特定財源

予　算　額　（単位：千円）

所属の

方　針

[事業の評価]

　ふくい若者チャレンジクラブのメンバーを対象に勉強会や交流会を開催し、メンバー同士が交流
を深めた。さらには、フェイスブック上にメンバー用の会議室が自発的に設置され意見交換に活用
されるなど、交流会や勉強会以外にも交流が進んでいる。また、若者が環境整備を行ったり、子ど
もアート体験や音楽イベント等を開催するなど住民との共動も進んだ。

成果

事業開始後の見直し状況

□

□

指標

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

拡　　充

完　　了

□

休　　止

見　直　し　額

 〕　／　整備目標

□

目標値、指標の積算根拠等 結果分類

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事      業      名

法定受託事務

事務区分

含まれる事業数 実行予算

補 助 金
事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

活動

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

２３年度

6,000

4,000

[予算額および指標の推移等]

［事業内容］

[事業目的]

自分の夢や希望をかなえようとする若者の活動を支援し、チャレンジ意欲のある若者が増えることにより、福井の一層の活性化を図る。

平均伸び率

計 画 の 達 成 状 況

指標

チャレンジ活動をする若者の数

事業効果

の推移

平成２３年度予算額

270

縮　　減 □ 終期の見直し■

地域を元気にする活動の実践者数

（単位：千円）

若者チャレンジ応援プロジェクト

Ⅱ　元気な社会

千　円

特　記　事　項

そ の 他廃　　止

〕　　　＝　　　〔

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

・「ふくい若者チャレンジクラブ」を設立
・ふくいを元気にする活動を応援　「若者によるふくいの元気創造プラン」の支援
・県内大学生や社会人等に意識調査
・チャレンジ活動の情報発信

部

その他

県　単 経過年数

男女参画・県民活動

国　庫

そ の 他
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
1 ■ ■ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

3,097 3,222 2,605 2,602

1,681 1,967 1,849 2,052

1,661 1,929 1,864 1,915

250 250 - -

20,000 26,000 26,000 23,400

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

部

その他

△ 4.1%

県　単 経過年数

男女参画・県民活動

国　庫

そ の 他

11.4%

〕　　　＝　　　〔

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

１　男女共同参画普及事業
　　広く県民に男女共同参画の意義について啓発するとともに、「６月は男女共同参画月間」を周知するため、キャンペーンを展開する。
２　男女共同参画社会づくり功労者表彰
　　県内の男女共同参画社会づくりに功労があった個人または団体を表彰
３　男女共同参画年次報告
　　事業実施状況と本県における男女共同参画の状況に関するデータを整理し、ホームページで公表
４　「高校生向け　男女共同参画ハンドブック」および「小学生向け　男女共同参画パンフレット」の改訂
５　一般向け男女共同参画普及啓発パンフレット

Ⅰ

千　円

特　記　事　項

H14.11.1　福井県男女共同参画推進条例施行
県条例に規定する事項を実施することで、男女共同参画に関する県民等の意識啓発
を推進する。

そ の 他廃　　止

 〕　／　整備目標

□

[予算額および指標の推移等]

［事業内容］

[事業目的]

　「福井県男女共同参画計画」および「福井県男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同参画社会の実現に向けた事業を体系的かつ効果的に実施する。

（単位：千円）

福井県男女共同参画計画推進事業

Ⅱ　元気な社会

法定受託事務

事務区分

含まれる事業数

平成２３年度予算額

縮　　減 □ 終期の見直し□

事業効果

の推移

啓発パンフレット配布部数指標

計 画 の 達 成 状 況

指標

実行予算

補 助 金

年次報告配布部数活動

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

２３年度

2,568

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事      業      名
事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
1,760

平均伸び率

拡　　充

完　　了

□

休　　止

見　直　し　額

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

7.3%

-

5.2%

所属の

方　針

[事業の評価]

「福井県男女共同参画計画」および「福井県男女共同参画推進条例」に基づく事業を実施すること
で、県民の男女共同参画意識の高揚を図ることができる。

29,400

成果

事業開始後の見直し状況

15年度　福井県男女共同参画推進条例施行に伴い、条例制定に係る
　　　　　　経費の減額
16年度　年次報告書の作成に加え、男女共同参画普及キャンペーン、
　　　　　　男女共同参画社会づくり功労者表彰を実施
21年度　年次報告書の配布を中止

□

■

区　　　　　　分

国　　　　　庫

1,750

財源内訳

一　般　財　源

0

71

その他特定財源

予　算　額　（単位：千円）

1,689

　男女共同参画キャンペーン、男女共同参画社会づくり功労者表彰を男女共同参画計画推進事業と
して引き続き実施する。また、小学生向け、高校生向け、地域向けのパンフレットを作成し、男女
共同参画の意識啓発に活用する。
　また、平成２４年度からは第２次福井県男女共同参画計画を基に事業を展開する。

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

□
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
1 □ □ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 11 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

5,885 5,900 6,148 5,910

5,885 13,682 6,148 5,910

5,885 13,449 5,746 5,910

16 16 14 13

47,777 36,885 38,764 40,586

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

6,000

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫

財源内訳 0

6,000

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

ファミリーサービスクラブ活動時間

事業効果

の推移 支援女性団体成果

指標 △ 7.4% ※12月末現在

活動

※見込み

33,806

24.7%

18.8%

11 △ 8.8%

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

県　単

その他

含まれる事業数男女共同参画社会づくり推進事業

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

総務 男女参画・県民活動

事      業      名 実行予算

補 助 金

そ の 他６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

国　庫

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
□

千　円

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

終期の見直し

 〕　／　整備目標

□

　地域や職域などで活動している女性や女性団体の活発な活動を促進するため、子どもの預かり、
情報提供や研修活動の支援などが行われており、男女共同参画推進の気運の醸成が図られている

　多くの女性団体が加入している、ふくい女性財団と引き続き協力して男女共同参画社会の形成を
促進する。

そ の 他廃　　止

□

□

■

□拡　　充

見　直　し　額

特　記　事　項

各女性団体との連携を深めることで、男女共同参画意識の全県的な浸透を図る。

□

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

13年度　女性の社会参加支援事業（地域ファミリーサービスクラブ補助金　H3～）
　　　　　 および男女共同参画社会づくり意識高揚委託事業（H8～）を男女共同
　　　　　 参画社会づくり推進事業に統合

一　般　財　源

□

Ⅳ

Ⅲ

整理統合

〕　　　＝　　　〔

完　　了

Ⅱ　元気な社会

［事業内容］

指標

[事業目的]

　男女共同参画社会の形成を図るため、民間と行政との幅広い連携のもとに（財）ふくい女性財団が行う男女共同参画づくりのための事業を促進する。

（１）事業主体　（財）ふくい女性財団
（２）事業内容　　地域などでの男女共同参画の推進のための活動を行う「女性団体活動支援事業」や、女性の社会参画を図るための家事や育児を会員相互が支援する「女性の育児等と仕事の両立支援事
業」などを実施。

[予算額および指標の推移等]

２３年度

6,000

6,000

0.5%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

（単位：千円）

結果分類

部
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
3 ■ ■ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 11 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

3,137 3,159 3,641 3,584

2,403 2,932 3,364 2,783

1,713 1,552 1,791 1,589

30 252 251 275

887 991 786 1,140

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

指標

[事業目的]

「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」に基づき、配偶者からの暴力防止および被害者保護、自立支援を総合的・計画的に推進する。

１　スーパーバイザーの設置　　　　　　　　　８　　配偶者暴力被害者支援事業の実施
２　ＤＶ相談員研修会の開催　　　　　　　　　９　　自立支援プランの作成
３　緊急一時保護の実施　　　　　　　　　　１０　住宅提供事業の実施
４　地域別事例検討会の開催　　　　　　　　１１　市町における被害者支援窓口の一元化
５　ＤＶ対策連絡会議の開催　　　　　　　　１２　民間団体との連携事業（ＤＶ防止啓発、ピアカウンセリング等）の実施
６　職務関係者マニュアルの整備　　　　　　１３　ＤＶ防止意識啓発パンフレットの作成
７　初任者研修の実施　　　　　　　　　　　１４　若年層への予防教育の実施

[予算額および指標の推移等]

8,018

２３年度

結果分類

事業効果

［事業内容］

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

含まれる事業数「配偶者暴力防止および被害者保護計画」推進事業
総務 男女参画・県民活動

事務区分
事業終了
予定年度

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

6,043

12.0%

188.6%

事 業
区 分

（単位：千円）

△ 1.8%

目標値、指標の積算根拠等

Ⅰ

事      業      名

34.5%

〕　　　＝　　　〔

289

864

Ⅰ

Ⅱ　元気な社会

※12月末現在

□ 廃　　止

特　記　事　項

17年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の策定
20年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定

□□

見　直　し　額

整理統合

□

□ □

終期の見直し

■

縮　　減□拡　　充

継　　続 完　　了

［活動指標、成果指標に対する評価］

計 画 の 達 成 状 況

指標

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

法定受託事務

経過年数
事　業
開　始
年　度

国　庫

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

県　単

34.2%

平均伸び率

その他

□

 〕　／　整備目標

そ の 他

事業開始後の見直し状況

　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」に基づき、被害者の保護、自立支
援や若年層への予防教育を実施。

　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の着実な実施のため、引き続き事
業を実施する。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

千　円

の推移

ＤＶ相談件数

成果

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

6,043

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

相談員研修会参加者数活動

18年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の策定
　　　　　を踏まえ、配偶者からの暴力防止啓発事業から内容を拡充
21年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定
　　　　　を踏まえ、配偶者からの暴力防止啓発事業から内容を拡充

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

999

区　　　　　　分

3,795

1,249

休　　止所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

１５ 外国人向けDV相談の実施１５ 外国人向けDV相談の実施
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
2 □ ■ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 10 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

3,176 3,176 3,176 3,176

3,176 3,176 3,176 3,176

3,176 3,176 3,176 3,176

548 166 172 188

400,000 400,000 400,000 400,000

33.1 31.5 31.2 31.6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

事      業      名

部 男女参画・県民活動

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事業終了
予定年度

Ⅱ　元気な社会

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

［事業内容］

[事業目的]

女性のチャレンジを支援する情報を迅速かつ適切に提供できる仕組みを構築し、一般県民に向けて情報発信するとともに、チャレンジに必要とする情報を収集、把握するための体制整備に関する検討を行
い、社会における女性の活躍を促進し、男女共同参画社会の実現を図る。

[予算額および指標の推移等]

１　女性人材発掘活用事業
　　女性人材データバンクを作り、講演やセミナー等への講師推薦や、審議会等への委員登用のための情報提供や登録者に対する働きかけ、仲介を行う。
２　女性の元気チャレンジ情報発信
　　女性がチャレンジするために必要な情報を発信するホームページの構築やメールマガジンの発刊を通じて広く情報提供を行う。
３　女性情報紙等発行事業　　男女共同参画情報誌”Ｔｏ　ｙｏｕ”の発行により、県民の男女共同参画意識の啓発を図る。

国　庫

県　単

その他

含まれる事業数

経過年数

Ⅳ

Ⅱ

男女共同参画情報発信事業

□ そ の 他廃　　止

□

□

（単位：千円）

0.0%

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

 〕　／　整備目標

□拡　　充

継　　続 休　　止

終期の見直し

千　円

完　　了□所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□
ホームページや男女共同参画情報誌により広く情報を発信することで、男女共同参画への県民の理
解を深めることができる。

　社会のあらゆる分野における女性の活躍を促進するため、引き続き女性のチャレンジを支援する
情報を県民に向けて発信する。

■

□

見　直　し　額

整理統合

評価に基

づく今後

の 対 応

事業開始後の見直し状況

縮　　減

△ 1.5% Ⅲ

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

法定受託事務

事務区分

結果分類

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

0.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

目標値、指標の積算根拠等
3,176

3,176

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金

そ の 他

□

16年度　各種女性団体を通しての慣習・しきたりの改善（H14～）はH15で完了し、
　　　　　　女性のチャレンジを支援する情報の発信を行う。
17年度　情報発信に加えて、女性がチャレンジするために必要とする情報の収集
　　　　　　のためのネットワークの整備やチャレンジを阻害する要因を調査・分析
　　　　　　する。
19年度　ラジオ広報を平成18年度で廃止

[事業の評価]

平成２３年度予算額

3,176

成果

活動

0.0%

２３年度 平均伸び率

0.0%

0

国　　　　　庫

その他特定財源

971

2,205

△ 18.9%女性人材登録者数

予　算　額　（単位：千円）

指標

一　般　財　源

財源内訳

事業効果

の推移

情報誌発行部数

県審議会における女性登用率

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
4 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

5,435 5,705 5,581 5,738

4,929 5,886 5,622 5,747

4,754 5,432 5,148 5,297

20 20 34 33

91.4 87.1 86.4 93.2

22 15 13 10

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

ネットワーク会議参加者

予　算　額　（単位：千円）

指標

指標

1,561

国　　　　　庫

その他特定財源

251

活動

事業効果

の推移 講座満足度（％）

6,265一　般　財　源

成果

区　　　　　　分

評価に基

づく今後

の 対 応

12.1%

２３年度 平均伸び率

28 13.0%

8,077

平成２３年度予算額

8,077

ふくい女性活躍支援企業登録数

計 画 の 達 成 状 況

10

財源内訳

結果分類

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

4.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

8,200

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

事　業
開　始
年　度

部 男女参画・県民活動

一般会計

0.8%

△ 17.1%

目標値、指標の積算根拠等

事業開始後の見直し状況

〕　　　＝　　　〔

法定受託事務

事務区分経過年数

Ⅳ

終期の見直し

特　記　事　項

Ⅱ

見　直　し　額

整理統合

完　　了□継　　続 休　　止

千　円

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

■
「ふくい女性活躍支援センター」を中心とした、キャリアアップや、起業、再就職をする女性から
の相談や研修の実施、「ふくい女性活躍支援企業」の登録、県内企業で活躍する女性社員の相互交
流や自己研鑽を目的としたネットワークづくりなど、活躍する女性を積極的に支援している。

平成19年度　ふくい女性活躍支援センターを生活学習館に開所（H19.8.2）

　女性の活躍は、県全体の活力につながることから、地域や社会で責任ある役割を担い、優れた能
力を十分に発揮できる社会づくりと推進することが必要である。
　新たに「未来きらりプログラム」を作成し体系的な研修を行うほか、男性の家事参加促進事業を
行い、県民全体の男女共同参画意識を高める。

□

□ □ そ の 他廃　　止

□

□

縮　　減□

平成２３年度　未来きらりプログラムの作成、メンター養成研修の実施
　　　　　　　　　家事チャレンジ検定の実施

[事業の評価]

（単位：千円）

14.4%

□拡　　充

［事業内容］

Ⅰ

 〕　／　整備目標

[事業目的]

　女性のリーダーシップ能力を高め、企業等における働きやすい環境を整備するとともに、男女が協力して家事を行う風土を醸成し、「仕事と家庭の調和が取れた生活スタイル」の実現を支援する。

[予算額および指標の推移等]

１　未来きらりプログラムの作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　ふくい女性ネットの活動強化
　お茶の水女子大学と提携し、仕事、家庭、ゆとりのバランスがとれた女性リーダーを育成する。　　　　　　ふくい女性ネットの事業をメンバーのみの活動から外部団体を巻き込んだ活動に拡大する。
３　女性リーダー育成メンター制度の促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　ふくい女性活躍支援企業を拡大
　県内企業に勤める管理職や役員に対し研修を実施し、女性社員の相談相手となるメンターを養成する。　　「ふくい女性活躍支援企業」への登録メリットを付与し、さらに県内企業に登録を促す。
５　「ふくい女性活躍支援センター」の運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６　「家事チャレンジ検定」問題の作成
　　・キャリア相談員１名を配置し、一般相談　　・出前キャリア相談・ＰＲ講座　　　　　　　　　　　　　男性の家事参加へのきっかけづくりのため、クイズ形式の家事チャレンジ検定の問題の作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、プレイベントを行う。

事      業      名
事業終了
予定年度

Ⅱ　元気な社会

女性リーダーの出やすい社会づくり推進事業 国　庫

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

特別会計
企業会計

会計区分

その他

含まれる事業数

県　単

総務

実行予算

補 助 金

そ の 他
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 17 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

64,688 63,090 63,290 63,592

63,659 62,098 59,063 62,676

63,659 62,064 58,404 62,331

183,782 175,034 188,273 174,228

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

63,639

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫

財源内訳 19,517

44,122

その他特定財源

計 画 の 達 成 状 況

事業効果

の推移 利用者数成果

指標

活動 開館日数

※見込み

△ 0.6%

0.1%

数値での標記が困難なため特記事項に記載

170,248 △ 1.7%

目標値、指標の積算根拠等

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

県　単

その他

含まれる事業数生活学習館運営費

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

総務 男女参画・県民活動

事      業      名 実行予算

補 助 金

そ の 他６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

国　庫

継　　続
評価に基

づく今後

の 対 応
□

千　円

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

終期の見直し

 〕　／　整備目標

□

　毎年１７、８万人の利用者があり、男女共同参画および生涯学習の拠点として、多くの県民およ
び団体の学習および活動を支援している。

　維持管理経費の節減に努めながら、男女共同参画および生涯学習の拠点として、誰もが利用しや
すい環境の整備を行うとともに、利用者のニーズに合わせた運営を引き続き実施する。

そ の 他廃　　止

□

□

■

□拡　　充

見　直　し　額

特　記　事　項

生活学習館では、男女共同参画および生涯学習の推進のため、各種講座・研修会の
開催や情報提供など行うとともに、県民や学習グループの自主的な活動の場を提供
している。このため、土日や夜間も９時まで開館するなど、利用者の利便性に配慮し
た運営を行い、県が主催する事業と民間の活動を一体的に行うことにより、効果的な
施策の推進が図られている。

□

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

休　　止

一　般　財　源

□

Ⅲ

整理統合

〕　　　＝　　　〔

完　　了

Ⅱ　元気な社会

［事業内容］

指標

[事業目的]

生活学習館の運営を行う。

生活学習館の維持管理
施設および設備の提供
　　開 館 日：火曜日～日曜日（月曜日、第３日曜日は休館、国民の祝日の翌日は休館）
　　開館時間：９時～２１時
　　開館日数：２９１日（平成２３年度）

[予算額および指標の推移等]

２３年度

64,339

63,639

△ 0.1%

平均伸び率

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事　業
開　始
年　度

（単位：千円）

結果分類

部
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ □ S63 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 23 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

2,000 2,000 2,000 2,000

2,000 2,000 2,000 2,000

2,000 2,000 2,000 2,000

1,600 1,700 1,500 2,000

86 80 70 82

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

２３年度

2,000

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移 2,000

その他特定財源財源内訳

活動

事業効果

の推移 事後アンケートによる理解度（％）成果

延べ参加人員

予　算　額　（単位：千円）

平成２３年度予算額

2,000

0

区　　　　　　分

国　　　　　庫

男女共同参画月間記念事業を見直し、平成16年度から、ふくい女性のつどい事業
に整理・統合して実施。
２２年度　地域大会を実施

9.3%

計 画 の 達 成 状 況

0

2,000一　般　財　源

評価に基

づく今後

の 対 応

見　直　し　額

女性自らの企画、立案、運営による女性団体の活動成果や実績の発表の場を設け、
より多くの県民の理解と参加を促すことで、女性がその能力を十分に発揮し、新たな
ネットワークづくりを行い、女性の積極的な社会参画を図る。

□

事業開始後の見直し状況

□

■

[事業の評価]

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事　業
開　始
年　度

事      業      名

廃　　止

終期の見直し□

千　円

□

完　　了

縮　　減

休　　止

整理統合

□

指標

特　記　事　項

□

□

そ の 他

〕　　　＝　　　〔 〕　／　整備目標

所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　地域大会の盛り上がりを継続させる。地域大会のノウハウを次の会場に引き継ぐことで、地域間
のネットワークを強化する。

［活動指標、成果指標に対する評価］

　２回目となる地域大会には、昨年の地域大会とは違う地域の事情に合わせた取り組み（パネル
ディスカッションなど）を行い、地域における男女共同参画への理解度が深まった。

[予算額および指標の推移等]

Ⅰ

Ⅲ62

0.0%

（単位：千円）

指標

□

1,700

目標値、指標の積算根拠等
0.0%

0.0%

平均伸び率

拡　　充

継　　続

結果分類

△ 0.8%

経過年数Ⅱ　元気な社会

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

県　単

その他

2,000

法定受託事務

[事業目的]

福井の女性の学習意欲を高め、能力開発と社会参加を促進し、県民の理解と参加のもとに意識の改革を図り、女性が十分に能力を発揮し、男性と平等な立場で社会に貢献することを目的とする。

ふくい女性のつどい開催費補助金
　補助事業者　ふくい女性のつどい実行委員会
　補助対象事業　ふくい女性のつどいの開催
　・内　　　容　式典、講演、ワークショップ、男女共同参画イベント、子育て企画、体験講座等
　・期日・場所　平成２３年６月１１日（土）・福井県生活学習館、平成２３年８月２１日（日）・南条文化会館

補 助 金

そ の 他

国　庫含まれる事業数ふくい女性のつどい開催事業

［事業内容］

部

実行予算

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事務区分
事業終了
予定年度

- 13 -



別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 ■ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 17 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

10,238 8,664 8,140 8,023

8,361 7,172 6,575 6,634

8,146 6,738 6,042 5,556

19 19 19 18

3,108 5,180 3,660 4,396

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

△ 13.2%

Ⅱ　元気な社会

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

平均伸び率

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

法定受託事務

２３年度

5,608

事業終了
予定年度

女性が社会のあらゆる分野に参画するための知識と能力を身につけるとともに、男女が互いの理解と協力のもと、男女共同参画社会を実現し、「ゆとりと創造力あふれる福井」を目指すため、誰でも学習
できる講座・セミナーを「ゆー・あいカレッジ」として実施する。

男女共同参画学習事業 実行予算

補 助 金

そ の 他

事務区分

［事業内容］

一般会計
特別会計
企業会計

[事業目的]

男女参画・県民活動

経過年数

含まれる事業数 国　庫

県　単

15

4,207

Ⅳ

Ⅰ

□

□廃　　止

□

会計区分

事      業      名

△ 12.2%

△ 11.9%

講座内容・講座数　　　　　《リーダー養成コース》        （３講座）　・行政関係者講座　              ・指導者養成講座　                      ・指導者レベルアップ講座
　　　　　　　　　　　　　《参画応援コース》　　        （６講座）　・地域連携講座　　              ・企業連携講座　                      　・教育連携講座
                                                                    ・県民活動支援講座            　・自主企画研修                        　・次世代育成セミナー
　　　　　　　　　　　　　《女性のチャレンジ支援コース》（６講座）　・キャリア・アカデミー        　・キャリアアップ応援講座　　            ・働く女性の能力アップ応援講座
                                                                  　・仕事と家庭の両立支援セミナー　・女性の再就職等チャレンジ支援セミナー　・女子高校生のためのセミナー

結果分類
4,831

縮　　減

 〕　／　整備目標

13.3%

△ 5.5%

目標値、指標の積算根拠等

　男女共同参画社会の実現に向けた意識の高揚と活動の促進を図るため、平成２３年度に策定する
第２次福井県男女共同参画計画に沿って講座を編成する。一部報償費等については実績による見直
しを行った。

評価に基

づく今後

の 対 応
□ 整理統合

□ 継　　続

□

そ の 他

休　　止

終期の見直し

特　記　事　項

男女共同参画推進リーダー養成講座、地域コース（ふくいソフィア）を修了した者につ
いては、地域において積極的に活動するとともに、審議会等へも登用されるなど大き
な成果を上げている。

■拡　　充

千　円

完　　了

△ 250

事業開始後の見直し状況

〕　　　＝　　　〔

□

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務

事　業
開　始
年　度

部

その他

の推移

受講者数（単計）

平成２３年度予算額区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

指標

成果

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

指標

活動

事業効果

講座数

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

4,831

14年度　ふくい女性大学事業（H7～H13）および男女共同参画推進指導者養成
　　　　　　事業　（～H11：女性対策地域リーダ―養成事業、H12～H13：男女共
　　　　　　同参画推進指導者養成事業）を整理統合
19年度　女性の活躍支援を強力に推進するため、「再チャレンジ支援セミナー」を
　　　　　　新設するなど「女性のチャレンジ支援コース」の講座内容を見直し
22年度　男性コースをハッピーライフコースに変更
23年度　地域活動講座を指導者養成講座に、講師養成講座を指導者ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ
            講座に名称変更し、一般県民も受講対象者とする
　　　　　 ハッピーライフコースを廃止
　　　　　 スーパーリーダー養成セミナーをキャリア・アカデミーに変更し女性の
           チャレンジ支援コースに含め、公開講座を廃止

　男女共同参画社会意識の高揚と男女共同参画社会の形成に向けた取り組みが促進される。

一　般　財　源

見　直　し　額

□

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 4,831

0

0

国　　　　　庫

その他特定財源財源内訳
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 17 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

4,522 4,293 4,574 4,182

4,818 4,109 3,959 3,459

4,550 4,129 4,006 3,992

1,985 2,333 1,149 1,185

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

指標

事業効果

の推移

△ 3.7%

△ 4.2%

見　直　し　額

□廃　　止

目標値、指標の積算根拠等
△ 6.0%

平均伸び率

結果分類

事務区分
事業終了
予定年度

[事業の評価]

19年度　利用者から、チャイルドルームの託児対象を拡大してほしい要望が
           強かったことから、託児対象を２歳未満を含む就学前の乳幼児に拡
           大するとともに、常駐保育士を１名から２名に増員

予　算　額　（単位：千円）

4,017

財源内訳

指標

数値での標記が困難なため特記事項に記載

所属の

方　針

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

※見込み

チャイルドルームの運営
　・保育士　常駐２名（需要に応じて保育士の加配あり）　・託児料　無料（保険料等、必要経費として１回３００円）
　・開設時間　9：00～12：00　13：00～17：00　・託児時間　午前、午後各々３時間以内
　・託児対象　小学校就学前の健康な乳幼児　・最大対応人数　２０名（原則として１週間前までに予約必要）
委託先　（財）ふくい女性財団

[予算額および指標の推移等]

チャイルドルーム運営委託事業

　利用者が年間1,000名前後で推移するなど、一時的に子どもを預かる場を提供することで、子ど
もをもつ県民の学習活動や社会参画を支援し、女性活躍社会の実現に寄与している。

0

活動

成果

利用者数（単）

4,017

（単位：千円）

県　単

その他

事　業
開　始
年　度

法定受託事務

含まれる事業数

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

事      業      名 国　庫

継　　続

□

0

平成２３年度予算額

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

拡　　充

休　　止

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

事業開始後の見直し状況

□

区　　　　　　分

千　円

特　記　事　項

生活学習館は女性の社会参加の促進と生涯学習の推進を目的とした複合施設であ
るため、育児中の女性等の学習や社会参加への意欲、機会に応えるために託児機能
を持つ必要がある。チャイルドルーム運営委託事業では、保育士の資格を持つ職員
が対応しており、育児中の女性等が安心して生活学習館を利用でき、女性等が活躍
するためのスキルアップに貢献している。

［活動指標、成果指標に対する評価］

　女性総合センターと生涯学習センターの機能を兼ね備えた当館や福井県中小企業産業大学校、県
立図書館および文書館を、誰でもいつでも利用できる環境づくりのため、引き続き事業を実施す
る。

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

評価に基

づく今後

の 対 応

□

□

Ⅳ

縮　　減

整理統合

□ 終期の見直し

完　　了

そ の 他

■ □

□

〕　　　＝　　　〔

950

２３年度

3,472

4,017

△ 12.5%

［事業内容］

[事業目的]

生活学習館において、子供を持つ利用者のためにチャイルドルームを運営し、学習および交流などの社会参加のための条件整備を行う。

Ⅱ　元気な社会

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数
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別紙２
■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 17 年 □

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

9,738 9,685 9,706 9,561

9,671 9,690 9,690 9,782

9,652 9,664 9,670 9,744

1,318 1,422 987 1,397

108 103 97 106

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

含まれる事業数女性総合カウンセリング事業

0.1%

0.3%

［事業内容］

事      業      名

△ 0.1%

Ⅱ　元気な社会

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援

平均伸び率

指標

[事業目的]

　女性の直面している様々な問題について、女性の視点からカウンセリングおよび解決までのサポートを行う。

１　女性総合相談員による一般相談（電話相談、面接相談）
２　弁護士、臨床心理士による特別相談（面接相談）
３　女性総合相談員によるＤＶ被害者相談（電話相談・面接相談）
　　　　※週２日ずつ生活学習館と国際交流会館にて外国人ＤＶ被害者相談の実施

[予算額および指標の推移等]

２３年度

9,701

9,709

区　　　　　　分

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

事務区分
事業終了
予定年度

国　庫

県　単

その他

実行予算
事　業
開　始
年　度

2.6%

△ 3.6%

Ⅰ

Ⅲ

H24.2月末現在

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

社会の急激な変化に伴い、女性を取り巻く環境も変わってきており、トラブルや不満、
悩みなど複雑で多様化してきている。
また、最近では、女性に対する暴力の問題等が表面化し、それらへの対応策の教示、
心理的ケアを行うことが必要である。
よって、専任の相談員を配置し、関係機関との連携を図りながら適切に対応する。

 〕　／　整備目標

14年度　ＤＶ被害者相談開始
23年度　外国人ＤＶ被害者相談窓口開設

事業開始後の見直し状況

継　　続

[事業の評価]

千　円

□ 終期の見直し

見　直　し　額

そ の 他□

完　　了

［活動指標、成果指標に対する評価］

休　　止□

廃　　止

縮　　減

□

□

■

拡　　充
　ＤＶ被害者からの相談が増加しており、内容も深刻になってきている。また、今年度から窓口を
開設した外国人のＤＶ被害者相談では、離婚を希望しながらも在留資格に不安を感じての来館相談
が多かった。これらの相談に迅速かつ的確に対処することが女性の自立、人権の確立に役立つこと
になる。

予　算　額　（単位：千円）

法定受託事務

所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

　複雑多岐にわたる女性問題に関する相談について、的確なサポートを行うとともに、引き続き他
の相談関係機関との連携の強化を図る。

評価に基

づく今後

の 対 応
□

平成２３年度予算額

□

整理統合

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に

おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総務 男女参画・県民活動

経過年数

部

補 助 金

そ の 他

1,277

目標値、指標の積算根拠等

92

数値での標記が困難なため特記事項に記載

（単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

活動 相談件数（一般）

　　　〃

9,709

0

8,713

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

996

区　　　　　　分

事業効果

の推移

相談件数（特別）

成果

計 画 の 達 成 状 況

指標
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